
SDGs ： 持続可能な開発目標

このフォーラムは、岐阜県からの「清流の国ぎふ」SDGs 推進ネットワーク連携促進補助金を受けています。

推進フォーラム in 飛騨高山 
～飛騨高山 SDGs シンポジウム×中部圏 SDGs 広域フォーラム～
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Ⅱ．『中部圏 SDGs 広域フォーラム 2022』　15：10～ 16：45

主催：飛騨高山 SDGs パートナーシップセンター、高山市

主催：中部圏 SDGs 広域プラットフォーム　協力：中部大学

プログラム
　■ 主催者あいさつ　清水 雅博　高山市 副市長　　
　■ 講演　 細田 衛士　センター長（東海大学 副学長、中部大学 学事顧問）
　　　          関　 幸子　推進アドバイザー（株式会社ローカルファースト研究所 代表取締役）
　　　          古里 圭史　推進アドバイザー（慶應義塾大学 特任准教授）

■ 主催者あいさつ　飯吉 厚夫　中部圏 SDGs 広域プラットフォーム 会長（中部 ESD拠点 代表、 中部大学 理事長・総長）
■ パネルディスカッション　「中部圏の SDGs ネットワークがめざすもの」
　　【コーディネーター】　林 良嗣　中部圏 SDGs 広域プラットフォーム 副会長（ローマクラブ 日本代表、中部大学 卓越教授）
　　【パネリスト】
　　　井上 滋樹　九州 SDGs 経営推進フォーラム 会長（九州大学大学院 芸術工学研究院 教授）※オンライン参加
　　　神田 純代　三承工業株式会社 ダイバーシティ推進室 SDGs 担当（第 2回ジャパン SDGs アワード特別賞受賞）
　　　田和 正裕　大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ（SSI）教授
　　　関本 光浩　さばえ SDGs 推進センター 所長（SDGs 未来都市鯖江市）
　　　古澤 礼太　中部 ESD拠点協議会 事務局長（中部大学 国際 ESD・SDGs センター 准教授）

日時：令和 4年                                              10：00～ 16：45
場所：飛騨・世界生活文化センター  飛騨芸術堂 ( 岐阜県高山市千島町 900-1）
主催：飛騨高山 SDGs パートナーシップセンター、中部圏 SDGs 広域プラットフォーム、高山市　
協力：中部大学、（一財）飛騨高山大学連携センター、飛騨コンソーシアム

主催：飛騨高山 SDGs パートナーシップセンター、中部圏 SDGs 広域プラットフォーム、高山市　　

プログラム

　高山市は、５月に「飛騨高山 SDGs パートナーシップセンター」を創設して高山市内のSDGs活動を促進しています。また、
中部圏の SDGs ネットワーク「中部圏 SDGs 広域プラットフォーム」も本格的に活動を開始しました。両団体が協力して、
中部圏の地理的中心地である飛騨高山で、合同の SDGs 推進フォーラムを開催します。SDGs の先進的な事例発表や講演、
パネルディスカッションにより、高山市や中部圏の今後の取組みの方向性を検討します。また、事業者・団体、学校等の
取組みを発表する場を設け、団体や個人のさらなる連携に向けた交流の機会を提供します。

※ 本フォーラムは「第 28回中部大学 ESD・SDGs シンポジウム」としても位置付けられています。

SDGs 活動発表セッション　　10：00～ 12：00

シンポジウム・セッション

Ⅰ．『飛騨高山 SDGs シンポジウム』　13：30～ 15：00

開催趣旨：SDGs のネットワーク団体「中部圏 SDGs 広域プラットフォーム」は、記念すべき第１回目の「SDGs 広域フォーラム」
を中部圏の中心地「飛騨高山」で開催します。本フォー ラムでは、中部広域圏で連携する意義やその方法について、中部圏の活動
主体が議論するとともに、関西および九州から、SDGs プラットフォーム先駆者をお招きして連携の可能性を探ります。

プログラム
　■ 開会あいさつ　細田 衛士　飛騨高山 SDGs パートナーシップセンター長
　■ 活動発表　プレゼンテーション＆ブース展示：企業、高校、自治体、市民団体等（高山市 /中部圏の活動団体）
　　発表団体： ■高山市：飛騨高山高校、飛騨高山フードバリアフリー協議会、大八まちづくり協議会、ホテルアソシア高山リゾート、
　　飛騨高山フューチャープロジェクトなど　■中部圏：国連地域開発センター（UNCRD）、岐阜県、東京海上日動火災保険株式会社、
　　中部日本放送株式会社（CBC）、加山興業株式会社など

SDGs 
10 月 29 日（土）　

来場者にさるぼぼポイント100 ポイント進呈裏面参照

参加申込みは裏面へ



SDGs ： Sustainable Development Goals

会場へのアクセス
下記のQRコード
からご覧ください。

その他のご案内

来場者特典

参加申込み方法

○臨時バスの発車について
　終了時間に合わせて飛騨・世界生活文化センターから高山駅西口（白山口）までの
　バスを臨時で運行します。
　■行　　程　飛騨・高山生活文化センター　→　高山駅西口（白山口）（片道運行）
　■発車時刻　17：00、17：30

○映像配信について
　当日ご来場いただけない方におかれましては、後日 YouTube での映像配信を予定
　していますので、高山市公式 YouTube チャンネルをご確認ください。

※個人情報は、本シンポジウムの運営業務のほか、感染症対策上の管理業務に使用させていただきます。また、来場者から感染者が発生した
　場合など、必要に応じて保健所等へ提供させていただく場合がございますので、予めご了承ください。

１０月２８日（金）までに右記のQRコード（若しくは下記のURL）から専用フォームに
アクセスしてお申し込みいただくほか、電話又は FAX、メールにてお申し込みください。
FAXの場合は下欄をご記入いただき、電話又はメールの場合は下欄の事項をご連絡くだ
さい。なお、当日参加も可能ですが、受付時の混雑防止のため、事前申し込みにご協力く
ださい。

推進フォーラム in 飛騨高山 SDGs 

申込専用フォーム

来場者に「グリーンライフ in 飛騨」のポイント（さるぼぼコインで使用できるポイント）を進呈します。

専用フォームURL　https://logoform.jp/form/kHVi/159814　　
　　　高山市役所　企画課 0577-32-3333　FAX　0577-35-3174
　　　　　　　　　E-mail sdgs-takayama@city.takayama.lg.jp
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※さるぼぼコインの使用が難しい方は地域通貨エネポのポイントカードを交付します。

■ 対象者：来場された先着２５０名の方に進呈
■ 進呈ポイント：１００ポイント（さるぼぼコイン）
■ その他：当日全プログラムを通してお一人様１回まで

※ プログラムは予告なく変更する場合があることをご了承ください。
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